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薬用部分 とげ　　ときには湯通し又は蒸したもの

このとげは、葉腋にある小枝の頂端分裂組織が枯死・
木化して鈎状になったもの。こうした茎の変形したとげ
を茎刺(けいし)や茎針(けいしん)という。
カギカズラは1個の茎刺をもつ節と2個の茎刺をもつ節
が交互に現れる。この茎刺で他の木の枝などに引っか
かって枝を伸ばす。この茎刺には他の部分(葉や茎)より
も多くのアルカロイドを含むことが知られている。

主な成分 インドールアルカロイド： リンコフィリン、イソリンコ
フィリン、ヒルスチン、ヒルステイン、コリナンテイン、
ジヒドロコリナンテイン、ガイソシジンメチルエーテル

代表的処方 漢方処方用薬である。血圧降下や消炎、鎮痙の目的で処方に配合されている。　

Uncaria rhynchophylla Miquel　カギカズラ
Uncaria sinensis Haviland 又は Uncaria macrophylla Wallich
　
アカネ科　常緑性藤本

基　　原

主な薬効 鎮痙、鎮痛、血圧降下、収れん など
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語　　源 カギカズラ属 Uncaria は、ラテン語 uncus ウンクス「鈎(かぎ)」
に由来。種小名 rhynchophylla は、ギリシャ語でリュンコス「嘴
(くちばし)」＋フュッロン「葉」から。
和名のカギカズラとは、つるの側枝がかぎ状に曲がり、絡みつく
ようになっていることに由来する。　
生薬名の「釣藤鈎」の鈎の字は鉤とも書き、いずれも「カギ形の
トゲ」を指すが、鈎は鉤の略字である。

チョウトウサン
体力中等度で、慢性に経過する頭痛、めまい、肩こりなどがあるものの次の諸症：慢性頭痛、神経症、
高血圧の傾向のあるもの
（処方内容）　釣藤鈎／橘皮(陳皮)／半夏／麦門冬／茯苓／人参／防風／菊花／甘草／生姜／石膏

【釣 藤 散】

※ ＝釣藤鉤

ヨクカンサン
体力中等度をめやすとして、神経がたかぶり、怒りやすい、イライラなどがあるものの次の諸症：神経症、
不眠症、小児夜泣き、小児疳症(神経過敏)、歯ぎしり、更年期障害、血の道症
（処方内容）　当帰／釣藤鈎／川　／白朮／茯苓／柴胡／甘草

【抑 肝 散】

弓

トウキシャクヤクサンカオウギチョウトウ
体力虚弱で血圧が高く、冷え症で貧血の傾向があり、疲労しやすく、ときに下腹部痛、頭重、めまい、
肩こり、耳鳴り、動悸などを訴えるものの次の諸症：高血圧の随伴症状(のぼせ、肩こり、耳鳴り、頭重)
（処方内容）　当帰／沢瀉／川　／芍薬／茯苓／蒼朮(白朮)／黄耆／釣藤鈎

【当帰芍薬散
　加黄耆釣藤】
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シチモツコウカトウ
体力中等度以下で、顔色が悪くて疲れやすく、胃腸障害のないものの次の諸症：高血圧に伴う随伴症状
(のぼせ、肩こり、耳鳴り、頭重)
（処方内容）　当帰／芍薬／川　／地黄／釣藤鈎／黄耆／黄柏

【七物降下湯】
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